
会 議 録 

会議の名称 令和６年度第２回東大和市防災会議 

開催日時 令和６年１２月２３日（月） 午前１０時３０分～午前１０時４５分 

開催場所 東大和市役所会議棟第６、７会議室 

出席委員 和地 仁美 会長 （市長） 

松本 幹男 委員 （副市長） 

岡田 博史 委員 （教育長） 

神山 尚  委員 （政策経営部長） 

木村 西  委員 （市民環境部長） 

伊野宮 崇 委員 （地域福祉部長） 

金子 秀之 委員 （まちづくり部長） 

田口 茂夫 委員 （教育部長） 

河村 弘明 委員 （警視庁東大和警察署長） 

（代理出席 大場 雄次氏） 

田中 富也 委員 （東京消防庁北多摩西部消防署長） 

並木 史浩 委員 （東大和市消防団長） 

長嶺 路子 委員 （東京都多摩立川保健所長） 

鶴田  勝 委員 （東京都水道局多摩水道改革推進本部立川給水管理 

事務所長） 

（代理出席 横山 清氏） 

伊藤 弘造 委員 （東日本電信電話株式会社東京西支店長） 

（代理出席 古屋 拓生氏） 

天野 利彦 委員 （東京電力パワーグリッド株式会社立川支社支社長 

代理立川地域渉外担当部長） 

宇賀神俊介 委員 （東京ガス株式会社東京西支店長） 

（代理出席 小林 伸樹氏） 

山浦 和弥 委員 （日本郵便株式会社武蔵村山郵便局長） 

高田 宗臣 委員 （南街・桜が丘地域防災協議会副本部長） 

樋口 健次 委員 （東大和市民生委員・児童委員協議会会長） 

島津 徳彦 委員 （東大和市男女共同参画推進審議会副会長） 

中澤 正至 委員 （社会福祉法人東大和市社会福祉協議会長） 

以上２１名 

欠席委員 細見 明彦 委員 （東京都北多摩北部建設事務所長） 

幾竹 絹子 委員 （北多摩西部防火女性の会会長） 

桃北 英昭 委員 （日本通運株式会社関東甲信越ブロックロジスティ 

クスビジネスユニットロジスティクス第五営業 

部長） 

辻 亮作  委員 （公益社団法人東大和市医師会長） 

以上４名 
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傍聴の可否 可 

傍聴者数 ０人 

会議次第 １ 開  会 

２ 会長挨拶 

３ 議  題 

〇東大和市地域防災計画の決定について 

４ 閉  会 

 

会議経過 

事務局（矢吹総務部長） 

皆様、本日は大変お忙しいところご出席いただきまして、誠にありがとうご 

ざいます。「令和６年度第２回東大和市防災会議」を始めさせていただきます。 

私は議事に入るまでの間、会議の進行を担当させていただきます、総務部長の矢吹と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

東大和市防災会議の傍聴についてですが、東大和市では「東大和市 

情報公開条例第３０条」及び「東大和市附属機関等の会議の公開に関する規則第５条」

の規定により公開することとなっております。現在、傍聴希望者はいませんので、このま

ま会議を進めさせていただきます。 

それでは、まず会長である和地市長よりご挨拶を申し上げます。会長、よろしくお願い

いたします。 

 

和地市長 

改めまして、皆様、こんにちは。市長の和地でございます。 

本日はお忙しい中、令和６年度第２回東大和市防災会議にご出席いただき、誠にありが

とうございます。 

また、平素より、市の防災行政に対するご理解とご協力を賜り、深くお礼申し上げます。 

第１回防災会議においてご審議いただきました東大和市総合防災訓練につきましては、

１０月２０日に実施し、り災証明書発行訓練や多数遺体取扱訓練をはじめ、防災関係機関

との連携方法等を確認することができました。ありがとうございました。 

今年は元旦に能登半島地震があり、日本は本当に自然災害の多い国だと実感させられま

した。能登半島地震の前には、東日本大震災の他にも各地で大きな自然災害があり、皆様

も色々と災害について経験を重ねていることと存じます。ここにお集まりの皆様の中でも

阪神・淡路大震災を強く記憶されている方もいらっしゃると存じますが、来年は、阪神・

淡路大震災から３０年を迎える節目の年となります。震災を重ねるごとに、国においても

各種施設の耐震基準等の見直しや関係機関との連携体制の強化などの対策がアップデー

トされているところであります。 

本日、ご審議いただきます地域防災計画につきましても、現時点の英知を結集したもの

と考えておりますが、計画というものは、不断の見直しが必要であると認識しております

ので、引き続き、委員の皆様のお力添えを賜りますようお願いいたします。 

結びにあたりまして、各団体の益々のご発展と委員の皆様のご健勝を祈念いたしまし

て、ご挨拶とさせていただきます。 
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事務局（矢吹総務部長） 

会長、ありがとうございました。 

本日は、２１人の委員が出席しております。防災会議委員の総数は２６人で、その過半

数が出席していることをお知らせいたします。 

なお、会長は和地市長となり、会長に事故があったときの職務代理については、東大和

市防災会議条例第３条に基づき、職務代理者は松本副市長となります。 

それでは、審議事項に入ります。防災会議につきましては、東大和市防災会議条例第 3

条の規定により、議事の進行を会長である和地市長にお願いしたく存じます。会長、よろ

しくお願いいたします。 

 

和地会長 

それでは、審議に入らせていただきます。 

本日の審議事項は、「東大和市地域防災計画の決定について」であります。詳しくは事

務局から説明いたします。それでは、説明をお願いします。 

 

事務局（関田総務部参事） 

はじめに、これまでの経緯でございます。前回の７月２３日に開催しました防災会議後、

８月５日から９月４日までパブリックコメントを実施し、その後、東京都と協議を行い、

計画修正案をまとめ、本日の会議に至っております。 

本日の会議では、資料１「東大和市地域防災計画案（令和６年１２月修正）」、修正の背

景やスケジュール、主な反映内容をまとめた資料２「東大和市地域防災計画の修正概要」、

資料３「パブリックコメントの結果・東京都との協議の結果」、資料４「東大和市地域防

災計画概要版案（令和６年１２月修正）」、資料５「東大和市防災会議条例」の５つの資料

を配布しております。修正概要やパブリックコメントの結果等を踏まえ、本計画及び概要

版の内容をご確認いただき、令和６年１２月修正版の東大和市地域防災計画として決定い

ただくことが趣旨であります。 

防災会議で決定後に、案をはずした資料１「東大和市地域防災計画」と資料４「東大和

市地域防災計画概要版」の２つの資料を公表する資料として考えております。 

それではまず、資料２「東大和市 地域防災計画 の修正概要」をご覧ください。令和６

年１２月修正の概要を、１ページに集約したものであります。 

１の修正の背景といたしましては、国における防災関係法令等の改正や防災基本計画の

修正、東京都における「首都直下地震等による東京の被害想定の見直し」や「東京都地域

防災計画の修正」、当市における避難所管理運営ガイドラインの改訂等を踏まえ、東大和

市地域防災計画の修正を行ったものであります。 

２のスケジュールでありますが、本日の審議結果に基づき、「東大和市地域防災計画(令

和６年１２月修正)」として決定後、令和７年１月１日号の市報に掲載し、３月中旬頃ま

でに冊子を４００部作成し、市議会議員や防災会議委員の皆様等に配布する予定でありま

す。 

次に３の主な反映内容でありますが、市の取組の反映につきましては、震災編 第２部

第９章で、「避難所運営ガイドライン」の改訂を踏まえ、避難所の管理運営体制に感染症

対策の整備に関する記載の追加を行いました。 

関係法令との整合につきましては、風水害編 第５部第１１章の避難対策で、「災害対策

基本法」の改正を踏まえ、避難に関する判断・伝達に関する記載の修正を行いました。 
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上位計画等との整合につきましては、震災編第１部第５章で、「東京都地域防災計画」

の修正を踏まえ、「首都直下地震に対する減災目標」に関する記載の修正を行いました。 

次に、資料１「東大和市地域防災計画案（令和６年１２月修正）」をご覧ください。パ

ブリックコメントやその後の東京都との協議を経て、いただきました意見をまとめて作成

したものになります。ご意見いただきました内容につきましては、資料３「パブリックコ

メントの結果・東京都との協議の結果」のとおりでありますが、大きな変更を伴うものは

なく、できる限り、ご意見に沿って反映させていただきました。 

最後になりますが、この計画は令和６年１２月修正としておりますが、令和７年度に市

の組織改正を予定しておりますことから、組織名称の影響を受ける箇所については、本会

議後に、現組織名称と新組織名称を併記させたうえで、冊子とすることをご了承いただき

たく存じます。 

以上で、「東大和市地域防災計画案(令和６年１２月修正)について」の説明を終わらせ

ていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 

和地会長 

説明が終わりました。それでは質疑に移ります。ご質問等がありましたら、お願いいた

します。 

 

中澤委員 

要配慮者と避難行動要支援者に対する訓練についてですが、要配慮者の名簿をいただい

ているところですが、あまり詳細が分かっていない。この分野は、何かの機会に訓練をし

てみた方がいいかと思います。 

 

和地会長 

ご発言ありがとうございます。災害時は特に要配慮者の方々は大変だと思いますので、

もう少し訓練などをやっていきたいと思います。事務局いかがですか。 

 

事務局（関田総務部参事） 

防災安全課 関田でございます。今後、訓練に向けて担当部課と調整しながらより適切

な訓練が行えるよう努めたいと思います。 

 

和地会長 

その他に、ご質問がございましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

それでは、以上で司会に進行を戻させていただきます。大変ありがとうございました。 

 

事務局（矢吹総務部長） 

これを持ちまして、令和６年度第２回東大和市防災会議を終了させていただきます。本

日はご審議いただき、誠にありがとうございました。 

 


